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北九州市監査公表第１２号    

平成２４年４月１３日 
 

北九州市監査委員  大 庭 清 明  
同         大 津 雅 司  

                同         新 上 健 一  
 同         森   浩 明  

 
 
監査委員の監査の結果に基づき、措置を講じた旨の通知があったので、地方

自治法第１９９条第１２項の規定により、次のとおり公表する。  
 
１ 監査の種類  

定期監査 

 
２ 措置を講じた局等   

広報室 

  港湾空港局  
 
３ 監査の期間  

平成２３年７月２８日から平成２３年１１月２２日まで  
 
４ 監査公表の時期                            

平成２４年１月１３日（平成２４年監査公表第１号）
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５ 監査の結果に基づく措置状況 
（１）広報室 

監 査 の 結 果  措 置 状 況  

ア その他  
 （ア）公用車の運行管理の徹底につ

いて  
（広報課）  

公用車の運行管理の徹底について、

①日常点検表と運転日誌の運転日が一

致していないもの、②日常点検表にお

ける給油記録の記載漏れ等、日常の運

行管理が出来ていない状況が認められ

た。    
 市自動車管理規則では、運転者は、

運行の開始前に自動車の点検を確実に

行い、日常点検表に所定事項を記入の

うえ、これを整備管理者（安全運転管

理者が置かれている箇所にあっては、

整備管理者及び安全運転管理者）を経

て、管理責任者に提出しなければなら

ないとされている。  
 運転者は日常点検表等の正確な記

入、管理責任者等は運行実態を確認す

る等管理の徹底を図り、適正な事務処

理をされたい。  
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
１ 指摘に沿った改善是正  
 指摘された点については、平成２３

年９月２２日から、紙台帳の運転日誌

と日常点検表をセットで公用車に載

せ、運転者がそのつど確実に記入し、

事務所に持ち帰りイントラ端末から

入力するように処理方法を変更した。

また、運転日誌及び給油伝票の控え

との確認を行うとともに、毎月のガソ

リン代の支払いの際は、請求伝票と給

油伝票の控えとの確認も確実に行う

ようにした。  
 なお、管理責任者は日常点検表と運

転日誌のチェックを確実に行い、運行

実態の把握に努め、管理の徹底を図っ

ている。  
 
２ 制度面での恒久的措置  
 今後、同様の間違いが生じないよう

に紙台帳の運転日誌と日常点検表を

セットで公用車に載せ、運転者がその

つど記入し、事務所に持ち帰りイント

ラ端末から入力するように処理方法

を改めた。  
 
３ 職員への周知  
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監 査 の 結 果  措 置 状 況  

 平成２３年９月２６日に事務改善会

議を開き、職員に対し日常点検は安全

運行のための点検であり、点検表の作

成が形骸化しないよう本来の目的を徹

底させるとともに、日常点検表及び運

転日誌を確実に記入し、適正な事務処

理を行うよう周知した。  
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（２）港湾空港局  

監 査 の 結 果  措 置 状 況  

ア 収入事務  
 （ア）港湾施設の占用使用における

消費税の取扱いについて  
（総務経営課、港営課）  

港湾施設のうち、駐車場として整備

した荷捌き地の占用使用料について、

消費税の課税取引としていなかった。 

 特別会計における取引は、正確に課

税取引と非課税取引とを区別しなけれ

ばならず、消費税法及び消費税法施行

令では、駐車場その他の施設の利用に

伴って土地が使用される場合は、課税

取引とされている。  
消費税の取扱いに係る指摘は、前回、

前々回に続き３回目である。  
消費税法及び消費税法施行令に基づ

く適正な事務処理となるよう、対象と

なる取引について、確認を徹底された

い。  

 
 
 
（総務経営課）  
指摘された案件については、平成２

３年１２月１５日に修正申告を行い、

ただちに追加納付を行った。  
また、関係課に対し、今回の指摘内

容について説明を行うとともに、消費

税の取扱いに関して、同様の間違いが

生じないよう、法令等に基づき適切な

事務処理をするよう周知徹底を図っ

た。  
なお、今回指摘された案件以外につ

いても、法令等に基づいた適切な事務

処理がなされているかどうか、全般に

わたって点検を行っているところであ

り、今後も、適宜研修を実施しながら、

適正な事務処理を行うこととした。  
 

イ 支出事務  
（ア）旅費の支出について     

   （港営課、管理課）  
 旅費の支出について、①門司港から

吉塚までの鉄道賃が誤った金額で数回

に渡り支出されていたもの、②視察研

修に伴う旅費の支出において、研修主

催者から昼食の支給及び貸切りバスに

よる全行程の移動がなされているにも

かかわらず、日当を支給しているもの

が認められた。  

 
 
（港営課）  
 指摘内容①について  
今回の指摘を受け、過払いとなって

いた旅費については、旅行者から返還

させ、平成２３年１０月５日付で市へ

の歳入へ納付を行った。  
 また、平成２３年 9 月２８日に課内
会議を開き、適正な事務処理を行うよ

う周知徹底した。  
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監 査 の 結 果  措 置 状 況  

市旅費条例第８条では、旅費はもっ

とも経済的な通常の経路および方法に

より旅行した場合の旅費により計算す

る。また、旅費の運用方針について（平

成１７年３月３１日総務市民局長通

知）では、県外旅行で、宿泊を伴う会

議、講習及び研修等において主催者側

から昼食が用意される場合で、出張地

内の全路程を会議主催者側の用意した

バス等で移動する場合は、日当を支給

しないとされている。  
適正な事務処理をされたい。  
 

 
 
 

 
（管理課）  
 指摘内容②について  
 今回の指摘を受けて、旅費過払い分

を平成２３年１１月までに返還手続き

を行い、処理を完了させた。  
 今後、同様の間違いが生じないよう

に、担当者はもとより決裁権者が市旅

費条例等の理解を深めることでチェッ

ク体制の強化を図ることとした。  
 また、今回の事例を含め、旅費運用

上の注意すべき点があった場合、その

つど事跡として残すとともに、後任職

員への引継ぎ事項とすることとした。

課内職員に対しては、平成２３年１

１月２４日に今回の指摘内容を周知

し、再発防止に向けて注意を喚起する

とともに、マニュアルとして会計事務

質疑応答集を配布した。  
 

ウ 契約事務  
（ア）委託契約事務について  

（立地促進課、物流振興課、港

湾事務所、港湾工事センター）

 委託契約において、①予定価格の積

算において、見積書比較価格に１．０

５を乗じた額から１万円以下を切り捨

てた額を予定価格としているもの、②

仕様書で求めている提出書類の添付が

ないものや仕様書で業務報告書を定め

ていないもの、③履行報告に作業内容

が確認できる写真の添付がないままに

 
 
 
（立地促進課）  
指摘内容①について  
今回の指摘を受け、再発防止のため

直ちに指摘内容の課内周知を行い、適

正な事務処理の徹底を図った。  
さらに平成２３年９月２９日、平成

２４年１月６日の事務改善会議の議題

とし、適正な事務処理の再確認を行っ

た。  
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監 査 の 結 果  措 置 状 況  

履行確認しているもの、④書面による

承認を受けないままに再委託されてい

たものなど、不適正な事務処理が認め

られた。  
市委託業務要綱では、予定価格の設

定に当たっては、経済的な数量、時間、

経費等の把握に努め、客観的かつ適正

に積算を行なわなければならないとさ

れている。また、委託業務の内容を明

確に仕様書に示すこととされており、

業務が完了したときは委託先から完了

報告書等を徴するとともに履行の確認

を行うこととされている。さらに、業

務委託契約では、あらかじめ書面によ

り市の承認を受けた場合以外は委託業

務の全部又は一部を第三者に委託して

はならないとされている。  
適正な事務処理をされたい。  
 

 
 
 

 
（物流振興課）  
 指摘内容②について  
 今回の指摘は、委託内容に基づく所

定書類の提出状況を正確に把握しない

まま業務を継続してきたことが原因で

生じたものである。  
 指摘を受け、委託事業者に対し、平

成２３年１０月２１日に仕様書で求め

ている書類の提出を行わせた。  
 再発防止のため、監査指摘事項カー

ドを事跡に綴じ込み、また、提出書類

にかかるチェックシートを新たに作成

し、適正な事務の執行に務めることと

した。あわせて、平成２３年１０月２

１日に課内研修を行ない、指摘事項の

周知徹底を図った。  
 
（港湾事務所）  
 指摘事項③、④について  
 今回の指摘を受け、再発防止のため、

１ 履行確認時に作業内容を十分に確

認すること  
２  再委託を承認する業務について

は、相手側からの申請に基づき、書面

で明確に示すことを仕様書に明記する

こと  
以上について、職員に対して周知徹

底を図った。  
 今後は「市委託業務要綱」「業務委託

契約事務の手引き」等に基づき、契約

事務の進行管理を適正に行うこととし
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監 査 の 結 果  措 置 状 況  

た。  
 また。平成２４年１月１０日及び１

月２０日に事務改善会議を行い、適正

な事務処理をするよう周知徹底を図っ

た。  
 
（港湾工事センター）  
 指摘内容②について  
 今回の指摘は、特記仕様書に「検収

は当局に提出された日数の確認をもっ

て行うものとする」と記載しているが、

「業務報告書」については記載してい

なかったものである。  
 今回の指摘を受け、平成２３年１２

月２０日の事務改善会議において、改

善策を作成し、特記仕様書の記述を契

約約款の用語に合わせるように周知徹

底を図った。  
 

（イ）北九州市港湾施設性能維持外

業務委託について  
（港湾事務所）  

 北九州市港湾施設性能維持外業務委

託において、契約した業務内容と実施

内容が異なっているにもかかわらず、

変更契約を締結していなかった。また、

仕様書では毎月の消耗品、予備品、ワ

イヤーロープ等の購入数量を報告する

ことと記載しているが、ワイヤーロー

プの購入数量の報告を徴していなかっ

た。  
市委託業務要綱では、委託に当たっ

 
 
 
１ 指摘に沿った改善是正  
 業務実施計画書に沿った進行管理を

行い、業務内容の変更があった場合は、

必要な変更契約を実施することとし

た。  
 また、ワイヤーロープの購入実績に

ついては、報告の提出を行わせるとと

もに、報告に遺漏のないよう指導を徹

底した。  
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監 査 の 結 果  措 置 状 況  

ては業務の内容や範囲を明らかにし、

その仕様を定めなければならないとさ

れており、業務を実施する場合は、実

施計画書を徴する等により履行又は進

行を管理しなければならず、業務完了

後は速やかに完了報告書等を徴し、履

行確認を行うこととされている。  
適正な事務処理をされたい。  
 
 

 
 
 
 

２ 恒久的措置  
 毎年の契約締結時に、業務実施計画

を見直し、委託業務の目的に沿った業

務内容とするよう確認を徹底すること

とした。  
 
３ 職員への周知  
 「市委託業務要綱」「業務委託契約事

務の手引き」等に基づき、契約事務の

進行管理を適正に行うよう課内全員に

周知した。  
 また、平成２４年１月１０日及び１

月２０日に事務改善会議を行い、再度

周知徹底を図った。  
 

 
 
 
 
 
 
 

 

局全体として、平成２４年１月４日

の幹部会において、今回の指摘内容及

び今後の再発防止策等について全課長

職以上に周知徹底した。  
また、今回の指摘だけでなく、過去

の指摘等についても再発を防止するた

め、「事務適正化のチェックポイント」

を作成し、局内研修を行うこととした。
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北九州市監査公表第１３号    

平成２４年４月１３日 
 

北九州市監査委員  大 庭 清 明  
同         大 津 雅 司  

                同         新 上 健 一  
 同         森   浩 明  

 
 
監査委員の監査の結果に基づき、措置を講じた旨の通知があったので、地方

自治法第１９９条第１２項の規定により、次のとおり公表する。  
 
１ 監査の種類  

財政援助団体等監査 

 
２ 措置を講じた団体   

ひびき灘開発株式会社 

 
３ 監査の期間  

平成２３年７月２８日から平成２３年１１月２２日まで  
 
４ 監査公表の時期                            

平成２４年１月１３日（平成２４年監査公表第３号）  
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５ 監査の結果に基づく措置状況 

監 査 の 結 果  措 置 状 況  

（１）現金管理について  
  現金管理については、経理担当者が

出入金を現金出納帳に記録し、終業時

に別の担当者が手提げ金庫の現金残高

を元に金種表を作成し、双方を照合す

ることとなっているが、①現金出納帳

の収支残高が合っていないもの、②金

種表に合計金額の記載がないものが認

められた。    
 多額の現金を保管する事も多く、事

故を未然に防ぐ観点からも、確認作業

を確実に行うよう適正な事務処理をさ

れたい。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１ 指摘に沿った改善是正  
指摘された点については、平成２３

年９月１６日に現金出納帳に記入漏

れの記帳及び金種表に合計金額の記

入を行い是正した。  
 
２ 制度面での恒久的措置  
今後、同様の間違いが生じないよう

に、当日現金の出入があった出納依頼

書（支払依頼書及び収納依頼書）と、

それ以外の出納依頼書が混在しない

よう「当日現金受払いＢＯＸ」を設置

するとともに、当日現金の出入を行っ

たときには、その出納依頼書にナンバ

ーリングにより連続番号を付し、現金

出納帳への転記時に出納依頼書に付

された番号も記入して番号の連続を

確認することにより、記帳漏れを防止

するようにした。  
また、金種表の様式に小切手欄を追

加することにより、現金の集計漏れを

なくすようにした。  
さらに、現金出納帳の残高と金種表

の残高を出納責任者が最終確認する

よう徹底した。  
 
３ 社員への周知  
平成２３年９月１６日に再発防止

策を指示し、同年１０月３日から上記

改善策の実施を開始した。  
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